
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

「服のたね」プロジェクトのたね

―まず、エシカルファッションとは
どのようなものか教えて下さい。
　一般的には「人と地球にやさしいフ

ァッション」と説明されることが多い

ですね。洋服を買うとき、通常はデザ

インや価格、素材などで選びますよね。

それだけではなく、どのような生産背

景を辿ってここまで来たのか、そして

自分が手放した後どうなるかという、

服の「過去」と「未来」を視野に入れ

て選ぶ。過去の視点では、大きく分け

て２つあります。１つは「素材」の選

び方で、環境負荷が低い素材を使うこ

と。例えば、石油由来ではない素材や

リサイクルされた素材を使う、それか

らオーガニックコットンを選ぶなどで

す。もう１つは、「服を作っている人」

の視点。服には裁断や縫製など多くの

プロセスがあります。現時点では全自

動ではできず、たくさんの人の手が入

って１つの商品ができます。それにも

関わらず、服の値段って安いと思いま

せんか。また、未来の視点でいえば、

日本では半数近くの服が着られずに廃

棄されていると言われています。売れ

残ると多くの場合は焼却処分になりま

す。また、コットンのTシャツ1着を

作るのに約2900リットルの水が使わ

れます。そこで新しい服ばかりでなく

古着を買うのもエシカルの１つだと思

います。

―具体的にどんなエシカルなものを
持っていますか。
　例えば今日着ているのは「ピープル

ツリー」のオーガニックコットンの服。

このブランドは27年以上、アジアの人

たちの暮らしを考えたフェアトレード

をしています。また、ピアスはドイツ

の「UMIWI」というブランドで、古

いスプーンやフォークをリサイクルし

たシルバーでできています。

　自分の持ち物を100％エシカルにす

るのは難しい。でも、10％でもいいの

で取り入れる人がたくさんいたら、社

会に与えるインパクトは大きいですよ

ね。

　エシカルブランドは高い、と耳にす

ることもありますが、それならまずは、

身近なブランドで「長く大切に使える

か」を考え、選ぶ。これなら誰にでも

できると思います。エシカルファッシ

ョンは特定のアイテムではなく消費の

態度を指す言葉でもあると考えていま

す。

―現在取り組まれていることは。
　服の「過去」と「未来」に目を向け

る機会が少ないと感じていました。そ

こで最近実施しているのが「服のたね」

プロジェクトです。参加者へコットン

の種を配り、育っていく様子を各自が

オンライン上でシェアします。コット

ンの芽がうまく出なくてもどかしくな

ったり、農薬を使いたくなったり、色

んな思いを経験するんです。秋に収穫

したら皆で紡績工場に行って、糸がで

きる工程を見た後に、その糸を生地工

場まで持っていく。服のデザインまで

皆で考えてシャツを作りました。昨年

度は40 ～ 50人が参加してくれました。

このように色々な背景や想いを知るこ

とができる活動をしていきたい。自分

の持ちものを「誇りをもって語れるか

どうか」。そうすればきっと選び方が変

わってくると思います。
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